
地、県の基準地が市内の用途区域に対して十分対応できないこと、用地購入にあたり、不

動産鑑定を求められる事案が増えてきたことから、鑑定評価を不動産鑑定士に委託する件数が、増加する可能性がある。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ３０年度

活動 登記事務委託件数（件） 2 2 0 2 2
指標
活動 鑑定評価件数（件） 2 4 0 2 2
指標
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単位：千円
２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２７年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,372 4,629 982 6,950 合計 982,175 円
委託料 982,175 円
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特定財源 0 0 0 0

一般財源 5,372 4,629 982 6,950
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全体事業費（単位：千円） 0 ２７年度特定財源名称
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２９年度以降の事業費見込 0
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県公共嘱託登記土
等が

市

必要になった際に、早

事

急に対応する。 地家屋

務

調査士協会等へ委託す

事

る。

位
置
づ
け

関連計画

業

 

根拠法令 不動産登記

評

法

対象者 事業者 事業期

価

間 ～
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□補助・助成　□その

ト

他

（様式１）

会計名

Ｂ
　
事
　
業
　
実

担

　
績

２５年度実績 ２６

当

年度実績 ２７年度実績
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